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○
役
員
会

　･

四
月
一
三
日
　 「
今
年
度
活
動
計
画
並
び
に
研
究
会
開
催
に
つ

い
て
」

　･

九
月
二
八
日
　「
今
年
度
講
演
会
開
催
に
つ
い
て
」

　･

一
一
月
三
〇
日
　「
来
年
度
予
算
計
画
に
つ
い
て
」

○
参
禅
会
運
営
委
員
会

　･

四
月
一
三
日
　 「
今
年
度
活
動
計
画
並
び
に
今
年
度
研
修
旅
行

に
つ
い
て
」

　･

九
月
二
八
日
　「
今
年
度
研
修
旅
行
会
計
報
告
」

　･

一
一
月
三
〇
日
　 「
来
年
度
予
算
計
画
並
び
に
来
年
度
研
修
旅

行
に
つ
い
て
」

○
『
禅
研
究
所
紀
要
』
編
集
委
員
会

　･

一
一
月
三
〇
日
　「『
禅
研
究
所
紀
要
』
第
三
九
号
に
つ
い
て
」

○
研
修
旅
行

　
岡
島
秀
隆
所
長
以
下
三
〇
名
の
参
禅
会
員
が
、
九
月
七
日
か
ら
九

日
ま
で
の
研
修
旅
行
「
房
総
半
島
名
刹
巡
拝
」
に
参
加
し
、
千
葉
県

安
房
郡
の
乾
坤
山
日
本
寺
、
長
谷
山
延
命
寺
を
拝
登
す
る
と
と
も

に
、
鴨
川
市
の
日
蓮
宗
大
本
山
千
光
山
清
澄
寺
と
日
蓮
宗
大
本
山
小

湊
山
誕
生
寺
、
成
田
市
の
真
言
宗
智
山
派
大
本
山
成
田
山
新
勝
寺
を

拝
観
し
た
。
そ
の
他
に
、
当
初
は
市
川
市
の
安
国
山
総
寧
寺
の
拝
登

と
、
日
蓮
宗
大
本
山
正
中
山
法
華
経
寺
の
拝
観
を
予
定
し
て
い
た

が
、
台
風
一
〇
号
の
直
撃
の
た
め
に
断
念
し
た
。
ま
た
、
最
終
日
は

希
望
者
の
み
の
参
加
に
よ
り
、
終
日
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の

観
光
を
楽
し
ん
だ
。

○
火
曜
参
禅
会

　･

四
月
一
三
日
、
五
月
一
一
日
、
六
月
八
日
、
七
月
一
三
日
、
九

月
二
八
日
、
一
〇
月
一
二
日
、
一
一
月
九
日
、
一
二
月
七
日

（
成
道
会
摂
心
）、
一
月
一
一
日
、
二
月
八
日



平
成
二
二
年
度
禅
研
究
所
活
動
記
録

268─　   ─

○
研
究
会

　･

六
月
一
一
日
（
金
）
午
後
三
時
一
〇
分
よ
り

 
 

禅
研
究
所
会
議
室

　
　
　「
明
峯
素
哲
禅
師
と
そ
の
弟
子
た
ち
」

 
 

駒
澤
大
学
仏
教
学
部
教
授
　
佐
藤
秀
孝
先
生

○
講
演
会

　･

一
二
月
一
日
（
水
）
午
後
三
時
一
〇
分
よ
り

 
 
六
号
館
六
五
〇
一
教
室

　
　
　「
釈
迦
の
生
き
方
」

 
 

花
園
大
学
文
学
部
教
授
　
佐
々
木
閑
先
生

○
　
平
成
二
二
年
度
禅
研
究
所
所
員
・
研
究
員
に
よ
る
著
書
・
学
術

論
文
（
仏
教
・
宗
教
関
係
）（
平
成
二
二
年
四
月
〜
二
三
年
三
月
）

大
野
榮
人

　「『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
十
）」『
愛
知
学
院
大
学
人
間
文
化
研

究
所
紀
要
　
人
間
文
化
』
二
五

　「『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
十
一
）」『
愛
知
学
院
大
学
文
学
部
紀

要
』
四
〇

　「『
次
第
禅
門
』
の
研
究
（
九
）」『
禅
研
究
所
紀
要
』
三
九

岡
島
秀
隆

　「
終
末
期
の
生
き
方
│
宗
教
・
哲
学
か
ら
の
発
言
│
」『
禅
研
究

所
紀
要
』
三
九

川
口
高
風

　『
修
訂
曹
洞
宗
の
袈
裟
の
知
識
』
曹
洞
宗
宗
務
庁
出
版
部

　『
新
編
曹
洞
宗
実
践
叢
書
』
第
九
巻
（
監
修
）
同
朋
舎
メ
デ
ィ

ア
プ
ラ
ン

　「
各
地
に
所
蔵
す
る
掛
絡
に
つ
い
て
」『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部

紀
要
』
五
八
（
一
）

　「
明
治
期
以
降
曹
洞
宗
人
物
誌
（
二
）」『
愛
知
学
院
大
学
教
養
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部
紀
要
』
五
八
（
一
）

　「
法
持
寺
歴
住
法
系
譜
と
戦
前
の
伽
藍
配
置
図
」『
愛
知
学
院
大

学
教
養
部
紀
要
』
五
八
（
二
）

　「
明
治
期
以
降
曹
洞
宗
人
物
誌(

三)

」『
愛
知
学
院
大
学
教
養

部
紀
要
』
五
八
（
三
）

　「
明
治
期
以
降
曹
洞
宗
人
物
誌(

四)

」『
愛
知
学
院
大
学
教
養

部
紀
要
』
五
八
（
四
）

　「
法
持
寺
の
門
葉
寺
院
に
つ
い
て
」『
禅
研
究
所
紀
要
』
三
九

　「
水
野
弥
穂
子
先
生
を
偲
ん
で
」『
大
法
輪
』
七
七
（
四
）

　「
道
元
禅
師
頃
の
守
持
衣
と
掛
絡
」『
そ
う
せ
い
』
一
四
九

　「
近
代
の
肖
像
│
栴
崖
奕
堂（
一
）（
二
）」『
中
外
日
報
』
二
〇
一

〇
年
八
月
二
六
日
、
三
一
日

　「
名
古
屋
の
寺
院
に
つ
い
て
│
そ
の
歴
史
的
、
地
理
的
配
置
を

中
心
に
し
て
│
」『
名
古
屋
市
中
区
誌
』
中
区
役
所
企
画
経

理
室

　「
熱
田
の
寺
院
と
名
僧
」『
平
成
二
十
二
年
度
熱
田
区
仏
教
会
物

故
者
追
弔
法
要
別
冊
』
熱
田
区
仏
教
会

木
村
文
輝

　『
挑
戦
す
る
仏
教
│
ア
ジ
ア
各
国
の
歴
史
と
い
ま
│
』（
編
著
）

法
蔵
館

　「
生
命
倫
理
と
葬
祭
仏
教
」『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
七
五

　「
静
岡
県
中
・
東
部
地
方
に
お
け
る
曹
洞
宗
寺
院
の
歴
住
世
代

（
５
）」『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
五
八
（
一
）

　「
静
岡
県
中
・
東
部
地
方
に
お
け
る
曹
洞
宗
寺
院
の
歴
住
世
代

（
６
）」『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
五
八
（
二
）

　「
静
岡
県
中
・
東
部
地
方
に
お
け
る
曹
洞
宗
寺
院
の
歴
住
世
代

（
７
）」『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
五
八
（
三
）

　「
静
岡
県
中
・
東
部
地
方
に
お
け
る
曹
洞
宗
寺
院
の
歴
住
世
代

（
８
）」『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
五
八
（
四
）

河
野
敏
宏

　「『
三
才
図
会
』
草
木
部
収
録
項
目
の
出
典
に
つ
い
て
」『
日
本

語
学
最
前
線
』（
田
島
毓
堂
編
）
和
泉
書
院

田
島
毓
堂

　『
日
本
語
学
最
前
線
』（
編
）
和
泉
書
院

　「
法
華
経
為
字
和
訓
研
究
の
経
緯 

」『
愛
知
学
院
大
学
人
間
文

化
研
究
所
報
』
三
六  

　「
正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞
│
そ
の
分
析
（
二
）│
」『
禅
研
究
所

紀
要
』
三
九
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立
川
武
蔵

　「『
中
論
』
一
章
訳
注
」『
愛
知
学
院
大
学
人
間
文
化
研
究
所
紀

要
　
人
間
文
化
』
二
五

　「
無
と
空
に
つ
い
て
」『
愛
知
学
院
大
学
人
間
文
化
研
究
所
報
』

三
六

　「『
倶
舎
論
』
の
思
想(
二)

」『
禅
研
究
所
紀
要
』
三
九

　“Introduction, ” Bonpo Thangkas from
 Rebkong, 

SER
95, N

ational M
useum

 of Ethnology, O
saka.

　“The Jātaka and Self-sacrifice, ” Spread and 
Influence of H

induism
 and Buddhism

 in Asia, ed. 
by S. M

ayeda and M
. Shim

oda, O
riginals, D

elhi.

田
中
泰
賢

　『
禅 M

odern Zen Poem
s of Toshi Tanaka

（1916 –
1996

）
対
訳
田
中
登
志
│
現
代
禅
詩
集
』（
共
訳
）
あ
る
む

林
　
　
淳

　「
一
九
三
〇
年
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
宗
教
学
者
の
論
争
」『
日

本
史
学
年
次
別
論
文
集
二
〇
〇
七
年
版
』（
再
録
）
朋
文
出

版

　「
幕
府
寺
社
奉
行
と
勧
進
の
宗
教
者
」『
新
ア
ジ
ア
仏
教
史
　
一

三
　
日
本
Ⅲ
　
民
衆
仏
教
の
定
着
』
佼
成
出
版
社

　「
宮
田
登
と
民
俗
学
の
変
貌
」『
戦
後
知
の
可
能
性
』
山
川
出
版

社

　「
村
上
重
良
の
近
代
宗
教
史
研
究
」『
戦
後
知
の
可
能
性
』
山
川

出
版
社

　「
学
問
史
か
ら
見
た
仏
教
史
学
会
」『
仏
教
史
学
研
究
』
五
三

（
一
）

　「
暦
と
彼
岸
」『
禅
の
友
』
七
三
三

　「
村
山
修
一
先
生
追
悼
」『
山
岳
修
験
』
四
五

吉
田
道
興

　「
道
元
禅
師
伝
記
史
料
集
成
（
十

－

上
）」『
愛
知
学
院
大
学
教

養
部
紀
要
』
五
八
（
一
）

　「
道
元
禅
師
伝
記
史
料
集
成
（
十

－

下
）」『
愛
知
学
院
大
学
教

養
部
紀
要
』
五
八
（
二
）

　「『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
生
死
観
考
│
道
元
の
生
と
死
│
」

『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
七
五

　「
永
平
六
世
・
宝
慶
三
世
曇
希
開
版
の
延
文
二
年
版
『
学
道
用

心
集
』
を
め
ぐ
っ
て
」『
傘
松
』
八
〇
四
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○
　
寄
贈
図
書
目
録

 
 

（
平
成
二
二
年
二
月
〜
平
成
二
三
年
一
月
）

　〈
寄
贈
者
五
〇
音
順
・
敬
称
略
〉

　
　
左
記
の
図
書
を
御
恵
贈
下
さ
り
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
研
究
資
料
と
し
て
永
く
保
存
し
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Buddhist Thought &
 Culture

　14
 

International Association for Buddhist 
Thought &

 Culture
TH

E EASTERN
 BU

DDH
IST 40 (1, 2 ), 41 (1 )

 
The Eastern Buddhist Society

叡
山
学
院
研
究
紀
要
　
三
二 

叡
山
学
院

傘
松
　
七
九
七

－

八
〇
八 

永
平
寺

真
宗
総
合
研
究
所
研
究
紀
要
　
二
七 

大
谷
大
学

親
鸞
教
学
　
九
五 

大
谷
大
学
真
宗
学
会

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
研
究
所
報
　
五
六
・

五
七 

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所

仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
　
八
九
・
九
〇

 

大
谷
大
学
仏
教
学
会

道
光
　
六
三
八

－

六
四
七 

可
睡
斎

真
宗
文
化
　
一
九

 

京
都
光
華
女
子
大
学
真
宗
文
化
研
究
所

研
究
紀
要
　
二
三

 

京
都
女
子
大
学
宗
教
・
文
化
研
究
所

西
山
学
苑
研
究
紀
要
　
五 

京
都
西
山
短
期
大
学

藝
文
研
究
　
九
八 

慶
應
義
塾
大
学
芸
文
学
会

高
野
山
大
学
大
学
院
紀
要
　
一
一

 

高
野
山
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

密
教
学
会
報
　
四
八 

高
野
山
大
学
密
教
学
会

高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
二
三

 

高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所

日
本
研
究
　
四
一
・
四
二

 

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

い
と
く
ら
　
六 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
研
究
紀
要
　
一
四

 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学

仙
石
山
仏
教
論
集
　
五

 
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学

駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
　
四
三

 

駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会

駒
澤
大
學
佛
教
学
部
論
集
　
四
〇

 

駒
澤
大
學
佛
教
学
部

仏
教
経
済
研
究
　
三
九

 

駒
澤
大
学
仏
教
経
済
研
究
所

駒
澤
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
　
六
八

 

駒
澤
大
学
文
学
部

や
さ
し
く
学
ぶ
御
詠
歌 

　
佐
藤
悦
成

四
天
王
寺
大
学
紀
要
　
四
九
・
五
〇

 

四
天
王
寺
仏
教
大
学

密
教
学
　
四
六 

種
智
院
大
学
密
教
学
会

正
覺
学
報
　
第
三
期 

正
覺
教
育
基
金
会

佛
教
論
叢
　
五
四 

浄
土
宗
教
学
院

佛
教
文
化
研
究
　
五
四 

浄
土
宗
教
学
院

教
化
研
究
　
二
〇 

浄
土
宗
総
合
研
究
所

仏
教
福
祉
　
一
二 

浄
土
宗
総
合
研
究
所

宗
報
　
七
一
三

－

七
二
四

 

真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁

西
山
学
報
　
一 

西
山
学
会

浅
草
寺
佛
教
文
化
講
座
　
五
四 

浅
草
寺

善
通
寺
教
化
振
興
会
紀
要
　
一
五

 

善
通
寺
教
化
振
興
会

跳
龍
　
六
九
九

－

七
〇
九 

総
持
寺
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曹
洞
宗
研
究
員
研
究
紀
要
　
四
〇

 

曹
洞
宗
宗
務
庁

曹
洞
宗
報
　
八
九
三

－

九
〇
四 

曹
洞
宗
宗
務
庁

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
　
一
一

 
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

教
化
研
修
　
五
三 

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

宗
学
研
究
　
五
一 

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

宗
学
研
究
紀
要
　
二
三

 

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

宗
教
法
人
と
公
益
性

 

　
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

法
然
上
人
の
お
言
葉 

　
総
本
山
知
恩
院
布
教
師
会

大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
年
報
　
三
二

 

大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所

東
洋
研
究
　
一
七
六
・
一
七
七

 

大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所

大
雄
　
一
一
八

－
一
二
一 

大
雄
山
最
乗
寺

浄
土
宗
学
研
究
　
三
六

 

知
恩
院
浄
土
宗
学
研
究
所

現
代
密
教
　
二
一 

智
山
伝
法
院

智
山
の
真
言
―
常
用
教
典
に
お
け
る
真
言
の
解
説
―
　

一
五 

智
山
伝
法
院

原
始
仏
教
聖
典
資
料
に
よ
る
釈
尊
伝
の
研
究
　
一
六

 

中
央
学
術
研
究
所

中
央
学
術
研
究
所
紀
要
　
三
九

 

中
央
学
術
研
究
所

チ
ャ
ン
ダ
ナ
　
二
四
一

－

二
四
四

 

中
央
学
術
研
究
所

中
華
佛
学
学
報
　
二
三 

中
華
仏
学
研
究
所

鶴
見
大
学
紀
要
　
四
七
（
四
） 

鶴
見
大
学

鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
一
五

 

鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所

天
台
学
報
　
五
一 

天
台
学
会

東
海
佛
敎
　
五
五 

東
海
印
度
学
仏
教
学
会

東
京
女
子
大
学
紀
要
論
集
　
六
〇
（
二
）・
六
一

（
一
） 

東
京
女
子
大
学

日
本
文
学
　
一
〇
六

 

東
京
女
子
大
学
日
本
文
学
研
究
室

仏
教
文
化
　
四
九 
東
京
大
学
仏
教
青
年
会

博
物
館
学
年
報
　
四
一

 

同
志
社
大
学
博
物
館
学
芸
員
課
程

閲
蔵
　
五 

同
朋
大
学
大
学
院

同
朋
仏
教
　
四
五 

同
朋
大
学
仏
教
学
会

東
洋
学
論
叢
　
六
三 

東
洋
大
学
文
学
部

教
学
研
究
所
紀
要
　
一 

中
山
身
語
正
宗
研
究
所

成
田
山
仏
教
研
究
所
紀
要
　
三
三

 

成
田
山
新
勝
寺
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南
山
宗
教
文
化
研
究
所

南
山
宗
教
文
化
研
究
所
報
　
二
〇

 

南
山
宗
教
文
化
研
究
所

南
都
佛
教
　
九
三
・
九
四 

南
都
仏
教
研
究
会

現
代
宗
教
研
究
　
四
三

 

日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所

日
本
仏
教
教
育
学
研
究
　
一
八

 

日
本
仏
教
教
育
学
会

密
教
学
研
究
　
四
二 

日
本
密
教
学
会

花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
論
叢
　
五

 

花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所

人
権
教
育
研
究
　
一
八

 

花
園
大
学
人
権
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

花
園
大
学
人
権
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
報
　
一
七
・



平
成
二
二
年
度
禅
研
究
所
活
動
記
録

273─　   ─

一
八 

花
園
大
学
人
権
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

民
主
主
義
の
倒
錯
　
花
園
大
学
人
権
論
集
　
一
七

 
花
園
大
学
人
権
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

禅
学
研
究
　
八
八 

花
園
大
学
禅
学
研
究
会

福
神 FU

KUJIN
　
一
四 

福
神
研
究
所

豊
山
教
学
大
会
紀
要
　
三
八 
豊
山
教
学
振
興
会

佛
教
史
学
研
究
　
五
二
（
二
）・
五
三
（
一
）

 
仏
教
史
学
会

佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
　
一
七

 

佛
教
大
学
総
合
研
究
所

佛
教
大
学
総
合
研
究
所
報
　
三
一
・
三
一
別
冊
・

三
二 

佛
教
大
学
総
合
研
究
所

法
鼓
佛
学
学
報
　
六 

法
鼓
佛
教
研
修
学
院

北
陸
宗
教
文
化
　
二
三 

北
陸
宗
教
文
化
学
会

仏
教
儀
礼
　
一
一

 

本
願
寺
仏
教
音
楽
・
儀
礼
研
究
所

松
ヶ
岡
文
庫
研
究
年
報
　
二
四 

松
ヶ
岡
文
庫

身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
　
一
〇

 

身
延
山
大
学
仏
教
学
部

身
延
論
叢
　
一
四 

身
延
山
大
学
仏
教
学
会

武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
二
六

 

武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所

道
元
禅
師
に
お
け
る
仏
身
の
問
題 

　
山
内
舜
雄

天
桂
伝
尊
禅
師
年
譜 

　
陽
松
庵

龍
谷
大
学
仏
教
学
研
究
室
年
報
　
一
四
・
一
五

 

龍
谷
大
学
仏
教
学
研
究
室

佛
教
学
研
究
　
六
六 

龍
谷
大
学
仏
教
学
会

臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
学
研
究
紀
要
　
八

 

臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー

蓮
花
寺
佛
教
研
究
所
紀
要
　
三

 

蓮
花
寺
佛
教
研
究
所


